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半導体人材の育成に向けた取組の概要

LSTCの取組

✓ 産官学の連携促進の旗振り役、プロフェッショナル・グローバル人材の育成

地域単位の取組（地域コンソーシアム）

九州半導体人材育成等
コンソーシアム

（産）ソニー、JASM、TEL九州、SUMCO等

（学）九州大、熊本大、佐世保高専など
（官）九州経済産業局、熊本県など
✓ 今後、魅力発信コンテンツ作り、教育・産業

界、海外との連携強化等を検討。

中国地域半導体関連産業
振興協議会

（産）マイクロンなど
（学）広島大、岡山大、呉高専など
（官）中国経済産業局、広島県など
✓ 今後、半導体関連スキルマップの作成やワー

クショップの実施等を検討。

中部地域半導体人材育成等
連絡協議会

（産）キオクシアなど
（学）名古屋大、岐阜高専など
（官）中部経済産業局、三重県など
✓ 今後、工場見学会、インターンシップ、特別

講義等を検討。

東北半導体・エレクトロニクス
デザインコンソーシアム

（産）キオクシア岩手、TEL宮城など
（学）東北大、一関高専など
（官）東北経済産業局、岩手県など
✓ 企業訪問、半導体製造プロセスの実習等、半導

体産業の魅力発信に向け取組を強化。

産業界の取組 国の取組教育機関の取組

✓ JEITAによる出前授業、工場見学、高専
カリキュラム策定への貢献等

✓ 成長分野の国際競争力を支える、デジタル
人材育成推進協議会の実施等

✓ 高専における半導体カリキュラムの実施、大学
での研究開発を通じた人材育成等

北海道半導体人材育成等
推進協議会

（産）ラピダスなど
（学）北海道大、旭川高専など
（官）北海道経済産業局、北海道など
✓ 今後、実務家教員派遣、工場見学等を実

施し、産学の接点作りを強化。

関東半導体人材育成等
連絡会議

（産）ルネサスなど
（学）茨城大、小山高専など
（官）関東経済産業局、茨城県など
✓ 今後、工場見学会、インターンシップ、魅力

発信イベント等を検討。

半導体・デジタル産業戦略(令和6年5月）
資料より抜粋

⚫ 半導体産業を支え、その将来を担う人材の育成・確保に向けては、産業界、教育機関、行政の個々の取組に加えて、産学官が連携
した地域単位の取組（地域コンソーシアム）が６地域で進んでいる。

⚫ オールジャパンでこれら産官学の連携促進を進めるため、LSTCが旗振り役となる。また、次世代半導体の設計・製造基盤の確立を図る
べく、LSTCを中心として、半導体の設計・製造を担うプロフェッショナル・グローバル人材の育成を目指す。
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広域関東圏の状況

• 首都圏と首都圏以外では集積状況が大きく異なる広域関東圏。

• 多様な企業の本社機能や研究拠点、教育機関、業界団体等が集積する首都圏と首
都圏以外の地域では状況が大きく異なる。

• このため、半導体分野に限らず、他地方のような統一的な取組が難しいエリア。

主な半導体製造拠点大手企業・大学等の立地

東京

埼玉

神奈川 千葉

茨城

栃木
群馬

新潟

長野

山梨

静岡

都県名
上場会社

本社数
大学・大学院数

埼玉県 68 28

千葉県 49 27

東京都 2,029 144

神奈川県 179 33

茨城県 12 11

栃木県 17 9

群馬県 21 15

新潟県 36 22

山梨県 9 7

長野県 32 11

静岡県 29 14

首都圏

首都圏

以外

（出典）上場会社本社数：四季報オンライン「都道府県別の上場会社の本社数リスト」四季報21年1集の本社数
 大学・大学院数：文部科学省「令和5年度 学校基本調査」

※HP等掲載情報より関東経済産業局作成
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事業所数

電子部品・デバイス・電子回路製造業（2020年）

首都圏 首都圏以外

⚫ 首都圏は、本社機能や研究開発拠点が多く、首都圏以外は、パワー半導体等の製造工場や部材等の関連企業が多い。
首都圏・首都圏以外の事業所数はほぼ同じ。他方、製造品出荷額では首都圏以外の地域が占める割合が大きい

そのため、他地方のような統一的な体制とするのではなく、テーマやメンバーは固定化せずに柔軟に対応することとし、
各地域のニーズや課題、状況を踏まえた活動を行う。

基本方針

県別出荷額

（出典）経済産業省「令和3年経済センサス（2020年実績）」（従業員数4人以上の事業所）

※首都圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 首都圏以外：茨城県、栃木県、群馬県、新潟県、山梨県、長野県、静岡県

首都圏・首都圏以外の事業所数／出荷額
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電子部品・デバイス・電子回路出荷額(2020)

（出典）経済産業省「令和3年経済センサス（2020年実績）」（従業員数4人以上の事業所）
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令和5年度 活動実績

• 広域関東圏における半導体人材育成等に向けた取組をキックオフ。

関東半導体人材育成等連絡会議 その他の取組

管内の①半導体関連企業・大学等の状況把握、②半導体産業人材育成確保
支援モデルを検討し、当局HPにて公表。

本連絡会議を契機に、産学連携
によるインターンシップや共同

研究が実現

令和5年6月、広域関東圏における電子部品・デバイス・電子回路製
造業出荷額上位地域である3県（茨城・新潟・長野）の半導体関連企
業、教育機関、自治体を中心とした関係者による連絡会議を開催。

②  半導体産業人材育成確保支援モデルの検討

• SEMICON JAPAN 2023において学生向けに企業視察ツアー・トークセッションを実施。

• ミニマルファブを活用した半導体製造プロセスの学習機会提供

① 基礎調査

• 広域関東圏における半導体関連中小・ベンチャー企業を分野別にリストアップ

• 教育・研究機関が保有する半導体製造プロセスを実施可能な施設情報についてとりまとめ。

半導体人材育成・確保のため、
魅力発信方法を検討
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令和6年度 活動方針

• 地域課題を踏まえた「地域別」、広く情報共有する場として「全体」、２つの形式にて連絡

会議を開催。

首都圏への人材流出・地域への人材定着が喫緊の課題に
ある北関東から人材育成等を推進

地域別（北関東） 全体

広域関東圏にて、人材育成等に課題や関心のある
関係者が参加することが可能な、フォーラム形式
による連絡会議を開催。

（出所）RECRUIT 就職未来研究所「大学生の地域間移動に関するレポート 2024」

北関東に所在する大学の学生は4割近くが首都圏へ就職

産学官の半導体人材育成等に係る取組について
広く情報共有することにより、広域関東圏全体の
機運の醸成や参加者間の交流促進を図る。
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地域別の取組（北関東）

• 北関東を対象に連絡会議を開催し、具体的な連携案件の検討・実施に向けて北関東WGを設置。

令和6年6月、北関東３県（茨城県、栃木県、群馬県）の半導体関連企業、教
育機関、自治体を中心とした実務者メンバーを集め、ワークショップ形式で
①各県単位 ②北関東地域 における連携内容について検討。

事前に収集した参加機関からのニーズを基とした以下の内容を中心に、実現
可能性を議論。

連絡会議：北関東版 今後の主な活動：北関東WG設置

連絡会議で提案のあった北関東地域における連携案件を具体的に検討・実施する
ために「北関東WG（ワーキンググループ）」を設置

本WGでは、北関東地域に立地する産学官が連携して、県境を越えたインターン
シップの斡旋や見学会の実施、半導体業界に特化した企業説明会の共同開催、
半導体業界のセミナー開催、半導体教育コンテンツの共有化、３大学のキャリア
支援ノウハウの共有等を検討。

北関東地域における人材育成・確保

本連絡会議を契機に、工場見学
（教員・学生向け）や北関東連携
による展示会出展（予定）が実現

※茨城大学工学部 乾部長「CEATEC2024アカデミアセッション」登壇資料より一部加工

○参加機関ニーズ
・共同研究 ・出前講座 ・工場見学
・インターンシップ ・授業のオンデマンド配信
・地域産業展への出展 など

これらの活動を通して、「北関東半導体人材育成ネットワーク」を構築し、
産学官が手を組み、北関東で学び・働き・暮らす魅力を積極的にアピールする
と共に、理工系高度人材の北関東圏内での活躍を支援。



懇親会において、こ

れまで繋がりの無

かった機関と交流を

持つことが可能

• 半導体政策動向

• 関東地域の半導体人材育成等の取組

• 連絡会議により組成された連携取組

• 各機関における個別取組

全体の取組（フォーラム）

開催内容 期待する効果

• 地域で開催する連絡会議とは別に、広域関東圏に集積する産学官の関係者が半導体人材育成等に

関する情報を広く共有し、機運の醸成や参加者間の交流促進を図るためのフォーラムを開催。

• 半導体産業における人材育成等の取組状況の理解促進

• 企業や教育機関が内部で半導体人材育成・確保等につい

て検討するきっかけづくり

• 産学官関係者が集まることによる連携素地の組成

• 産学官関係者間におけるニーズ・シーズの確認

• 関東地域での半導体産業の盛り上げ

交流促進情報共有

各機関からの情報共有のほか、懇親会を実施して参加者間の交流を図る。
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今後の対象地域やテーマに
ついては、皆様からの意見
や本フォーラム後のアン
ケート等を通じて設定

地域・テーマ別会議・
WGで検討された連携
案件などは、具体化に
向けて取り組む
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今後の活動方針

• 他地域のように統一的な体制（会員制）とはせず、①産学官が広く集う「全体フォーラム」、

②③関係機関が集う「地域・テーマ別会議・WG」など、柔軟な体制で活動を進める。

①全体フォーラム

広域関東圏の産学官の
取組について広く共有し、
機運の醸成や参加者間の
交流を図る

各地域のニーズや課題を
踏まえ、関係する産学官
の機関を集めて議論

地域・テーマ別会議に
よって更に議論が必要と
なった内容はWGを設置し
て議論を継続

②地域・テーマ別会議 ③地域・テーマ別WG
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その他の取組

• 関東経済産業局では、人材に関する調査や高校生等に対する魅力発信、中堅企業支援等にも

取り組んでおり、今後、連絡会議へのフィードバックや融合を図っていく。

①半導体人材調査

• 広域関東圏において必要
とされる半導体人材像・
人材数を調査

• 人材需給ギャップを段階
的に解消するためのロー
ドマップを策定

②高校生・高専生
に対する魅力発信

• 将来的な半導体人材確保を
目的に、高校生・高専生に
対する半導体の認知向上、
興味・関心の喚起を促進す
るための企業視察、出前授
業等を開催

③中堅企業等への
新事業展開等支援

• 今後、地域経済の牽引役とし
て期待される半導体関連中堅
企業の成長を促すため、専門
家の派遣、セミナー・ネット
ワーキング等のハンズオン支
援を実施
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